
【四国新幹線の効果理解に係る県⺠アンケート調査】及び【日常的な外出での移動手段に係
る南予地域県⺠アンケート調査】 調査結果について 
 
１ 調査目的 
 四国新幹線の導入に向けた機運を醸成するために、県⺠が四国新幹線のもたらす効果と
その必要性を十分認識する必要があることから、現在の認知度や考えを把握し、今後の機運
醸成の指針とすることを目的としてアンケートを実施した。 
 あわせて県内地域公共交通の利⽤促進、利便性向上、そして魅⼒向上を図るため、県⺠の
地域公共交通の利⽤頻度や不満点を把握することで、幹線である鉄道やバス路線をはじめ、
二次交通と合わせた公共交通ネットワーク全体の最適化を図ることを目的としてアンケー
トを実施した。 
 
２ 調査方法 
  インターネットを利⽤したアンケート調査 
３ 調査期間 
  令和６年 12 月 2 日〜令和６年 12 月 11 日 
４ 回答数 
  400   
５ 調査結果 
回答者属性(N＝400) 

性別 

 
年代(５区分) 

 
 

お住まい(５区分) 

 



【四国新幹線の効果理解に係る県⺠アンケート調査】Q１〜Q７ 
Ｑ１：四国４県をはじめ市町村や経済団体等が、四国に新幹線を誘致する活動を行っている
ことをご存知ですか。(N＝400) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ２：誘致する活動の内容について、知っているものを教えてください。 

(N＝400、複数回答可) 

 
 
 

％

N = 400

愛媛県HP 四国新幹線
整備促進期
成会HP

ショッピング
モール等で
開催される
機運醸成イ
ベント

駅やストリー
トビジョン等
での広告

四国の新幹
線早期実現
に向けた署
名活動

国道交通省
やJR四国等
への要望活
動の実施

愛媛県や四
国新幹線整
備促進期成
会等による
SNS広報
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)
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F3：あなたお住まいを教えてください。N =

  全  体 400

松山 191

西条・新居浜・宇摩 92

今治 48

宇和島 32

八幡浜・大洲 37
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Ｑ３：四国は、全国で新幹線の具体的な計画(整備計画)がない、唯一の空白地域であること
をご存知でしたか。(N＝400) 

 
 
Ｑ４：四国への新幹線整備は必要だと思いますか。(N＝400) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ５：(問 4 で必要またはどちらかといえば必要と回答した方)必要と考える理由を教えて 

ください。(N＝166、複数回答可)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

F3：あなたお住まいを教えてください。N =

  全  体 400

松山 191

西条・新居浜・宇摩 92

今治 48

宇和島 32

八幡浜・大洲 37
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％

四国の交通
アクセスを向
上する必要
があるから

新幹線は全
ての国民が
等しく利用で
きる当たり前
のインフラと
考えるから

地域経済の
活性化が必
要だから

南海トラフ地
震等の災害
時に移動手
段の確保に
つながるから

瀬戸大橋が
既に新幹線
規格で整備
されているか
ら

ＪＲ四国の経
営安定化を
図る必要が
あるから
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）
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Ｑ６：(問 4 で不要またはどちらかといえば不要と回答した方)不要と考える理由を教えて
ください。(N＝129、複数回答可)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ７：四国に新幹線が開通することによる整備効果について、考えられるものをご回答くだ
さい。(N＝400、複数回答可) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

％

四国４県の
県庁所在地
間の移動が
約１時間とな
り四国内の
アクセスが向
上する

四国内から
新大阪まで
約1.5時間以
内で移動可
能となり本州
との交流人
口が拡大す
る

観光客等の
増加により
交流人口が
拡大し、地域
経済が活性
化する

企業活動の
活発化が促
され、県外か
らの県外企
業の進出や
新たな起業
が増える

若者が地元
に定着し、大
都市からの
移住が進む
ことから、人
口減少を防
ぐ

高規格で災
害に強い移
動手段であ
ることから、
地域の防災
力を向上さ
せる

四国の公共
交通ネット
ワークを守る
骨格となり、
在来線の維
持・活性化に
つながる

その他(
)
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四国新幹線導入促進事業費の KPI である「四国新幹線の効果を理解している県⺠の
割合」については、上記より特にないと答えた 22.8％以外の回答者 77.2％については、
四国新幹線の効果を理解している。 

％

鉄道をはじ
め本四連絡
橋や高速道
路など、現在
の交通インフ
ラで十分だ
から

地元負担が
大きく、地方
財源を投入
すべきでは
ないから

今後人口が
減少する中
で、利用者
が見込めな
いから

並行在来線
のあり方に
よっては、近
距離移動が
不便になる
から

観光客の増
加による住
環境等への
影響が懸念
されるから

地元の自然
環境への影
響が懸念さ
れるから

その他(
)
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【日常的な外出での移動手段に係る南予地域県⺠アンケート調査】Q８〜Q15 
Ｑ８：通勤や通学、通院など日常的な外出目的をお答えください。(N＝400、複数回答可) 

 
 
Ｑ９：通勤や通学、通院など日常的な外出頻度を教えてください。(N＝400) 

 
 
Ｑ１０：通勤や通学、通院など日常的な外出での移動手段は何か教えてください。 
 (N＝400、複数回答可)  
 
 
 
 
 
 
 

％

通勤 通学 通院 買い物 文化・娯楽活
動
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)
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南予南部共創型交通アクセス向上事業費で設定している「日常的な外出での移動
手段が公共交通である県⺠の割合(南予地域)」については、公共交通と答えた人数
39 名中 12 名が回答し 30.7％であった。 

％

ＪＲ 私鉄（鉄道） 私鉄（路面電
車）

高速バス 路線バス コミュニティ
バス

フェリー・船 自家用車(ご
自分の運転)

自家用車(家
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)
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Ｑ１１：通勤や通学、通院など日常的な外出での目的地の場所を教えてください。 
(N＝400、複数回答可) 

 
Ｑ１２：旅行など休日の外出での移動手段は何か教えてください。 

(N＝400、複数回答可) 

 
 
Ｑ１３：運転免許をお持ちですか。(N＝400) 

 
 
 
 

％

お住いの市
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)
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％

ＪＲ 私鉄（鉄道） 私鉄（路面電
車）

高速バス 路線バス コミュニティ
バス

フェリー・船 自家用車(ご
自分の運転)

自家用車(家
族・知人の運
転)

バイク・ス
クーター

自転車 徒歩 その他(
)
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Ｑ１４：県内公共交通に対する課題・不満点を教えてください。 
(N＝400、複数回答可) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ１５：乗車運賃の値下げ、運行本数の増加、路線の拡充以外で県内公共交通の利⽤促進に
つながるサービスや取組み、アイディアを教えてください。(N＝400、複数回答可) 
 
 

％

交通弱者（高
齢者、学生、
障がい者等）
に配慮した
サービスの
導入

バリアフリー
環境の充実

定額乗り放
題サービス
の充実

異なる交通
機関の乗継
ぎの利便性
向上

交通系IC
カード、
キャッシュレ
ス決済の更
なる導入

停留所、待
合室の環境
整備

シェアモビリ
ティやデマン
ド交通等新
たなモビリ
ティサービス
の導入

その他（
）
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％

運行本数が
少ない

乗りたい時
間に運行さ
れていない

運賃が高い 行きたい方
向に路線が
ない

移動に時間
がかかる

始発便が遅
い

最終便が早
い

他の公共交
通機関との
乗継が悪い

特に不満は
ない

その他(
)
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